
子ども ① 不安を抱えた若年妊婦等支援事業

子ども ② 不妊治療サポート啓発事業　 

子ども ③ 出産・子育て応援交付金事業　

子ども ④ しが出会いサポート地域連携推進事業

子ども ⑤ 滋賀で誕生ありがとう事業

子ども ⑥

子ども ⑦ 放課後児童クラブ巡回支援事業 

子ども ⑧ 【感】放課後児童クラブ質の向上研修事業

子ども ⑨ 放課後児童クラブ施設整備費 (３市町８施設)

子ども ⑩ 病児保育施設整備費（１市１施設）

子ども ⑪ 保育対策総合支援事業費等補助

子ども ⑫ 保育士笑顔サポート事業

子ども ⑬ 地域子育て支援事業

子ども ⑭ 保育士等奨学金返還支援事業

子ども ⑮ 保育所等における事故防止対策推進事業

子ども ⑯ 認可外保育施設送迎用車両改修支援事業
認可外保育施設が所有する送迎用車両に安全装置を設置するための改修費用に対して支援を行う。

子ども ⑰ 施設型給付・地域型保育給付
保育所等に係る給付費の支給に要する費用等の一部を負担する。

子ども ⑱ 子育て支援施設等利用給付
認可外保育施設等の利用料の無償化に要する費用の一部を負担する。

子ども ⑲ 児童手当負担金　

子ども ⑳  乳幼児福祉医療費助成事業費補助（19市町） 

子ども ㉑ 淡海子育て応援団事業

「すまいる・あくしょん」普及啓発事業 4,100千円
子ども版新しい行動様式「すまいる・あくしょん」の普及啓発のため、参加型イベントの開催やウェブサイトの運
用を行う。

77,627千円

乳幼児にかかる医療費助成を行う市町を補助する。
1,066,979千円

保育中の事故を防止し、安全かつ安心な保育を行うことを目的とした研修および送迎用バスにおける置き去
り事故を防止するためのバス運転手等を対象とした研修を実施するとともに、事故防止に資するわかりやす
い啓発資料を作成する。

3,301,585千円

2,256,203千円

4,270千円

3,400千円

放課後児童支援員等のキャリアに応じた資質・専門性の向上や事故防止のための研修、また、職場環境の
改善など働きやすい環境づくりのための施設長研修を実施する。

6,763千円

保育補助者の配置支援などにより保育士の業務負担を軽減し、保育士の離職防止を図るなど、待機児童の
解消や子どもを安心して育てることができる環境整備を図る。

505,679千円

33,295千円
保育士の就職促進や潜在保育士の就職支援を行うとともに、現任保育士等の就労継続をサポートする「保育
士・保育所支援センター」の運営等により、保育士等の安定的な確保を図る。

12,116千円
市町が行う病児保育施設の施設整備に対し補助を行うことにより、安心して子育てができる環境づくりを推進
する。

奨学金の貸与を受け修学し、卒業後、県内の保育所等に継続して就労した保育士等に対し、奨学金返還に係
る費用を補助することにより、県内保育所等への就労・定着を促進する。

6,332千円

58,214千円

すべての子育て家庭を対象に放課後児童健全育成事業、一時預かり事業や病児保育事業など多様なニーズ
に応じた子育て支援事業を行う市町に経費を補助することにより、様々な子育て支援の拡充を図る。

市町が行う放課後児童クラブの施設整備に対し補助を行うことにより、受入児童の拡大や施設の環境改善を
図る。

令和５年度当初予算
子ども・若者関連施策の主な事業概要（健康医療福祉部）

放課後児童クラブを巡回し、学校・地域・保護者等と連携を図りながら、それぞれの子どもの状況や発達段階
を踏まえた健全な育成を図るための助言・指導を行い、放課後児童クラブの質の向上を図る。

4,060千円

滋賀で誕生した子どもやその家族に「おめでとう」「ありがとう」の気持ちを届け、社会全体で子育てを応援する
機運を醸成するため、滋賀の地場産オリジナル品、子育てリーフレット、企業協賛品等を届ける。

予期せぬ妊娠など悩みや不安を抱えた若年妊婦等が、必要な支援を受けられる体制を整備する。
4,000千円

不妊で悩む方々をサポートするため、当事者サロン等を開催するほか、支援団体に対する活動費用の補助を
行う。

850千円

全ての妊婦・子育て家庭が安心して出産・子育てができる環境整備のため、市町が実施する必要な支援につ
なぐ伴走型の相談支援を充実し、経済的支援を一体として実施する事業を支援する。

189,166千円

26,800千円

23,800千円

結婚を希望する方の希望を叶えるため、オンライン型の結婚支援センターを運営し、ＡＩを活用したマッチング
を進めるとともに、市町と連携した結婚支援を進める。

7,203,430千円

児童手当の支給に要する費用の一部を負担する。

5,209千円
社会全体で子育て家庭を支える環境づくりや機運を醸成するため、子育てを応援するサービスの実施等
を広く事業所等に働きかけ、賛同する事業所等を「淡海子育て応援団」として登録し、その情報を県民に
発信する。

（１）子どもが生まれる前からの切れ目のない支援
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健寿 ① 障害児(者)歯科治療事業

子ども ② リトルベビー等家族支援事業  

障害 ③ 障害者扶養共済制度施行事業費

障害 ④ 重症心身障害児者・医療的ケア児等支援センター事業

子ども ⑤ 医療的ケア児保育支援者育成事業

子ども ⑥ 児童養護施設等整備費（施設整備１施設）

子ども ⑦ 地域養護推進事業

子ども ⑧ 社会的養護のもとで暮らす子どもたちの学ぶ力サポート事業

子ども ⑨ 里親支援ネットワーク事業費

子ども ⑩ ひとり親家庭総合サポート事業

子ども ⑪ 【感】ひとり親家庭高等職業訓練促進資金貸付事業

子ども ⑫ 父子家庭福祉医療費補助(19市町)

子ども ⑬ 母子家庭福祉医療費補助(19市町)　

子ども ⑭ ひとり暮らし寡婦福祉医療費補助(19市町)

子ども ⑮ 児童虐待防止対策事業

子ども ⑯ ＳＮＳを活用した子どもと親の悩み相談事業

子ども ⑰ 子ども家庭相談センター体制強化事業

子ども ⑱ ヤングケアラー支援体制強化事業

子ども ① 子ども・若者施策総合推進事業

子ども ② 協働で進める子ども・若者まんなか活動助成事業

子ども ③ 「子ども県議会」開催事業

子ども ④ 若者の社会参画促進事業

8,730千円

子ども若者審議会の開催等により、子ども施策の総合的な推進を図るとともに、子どもの権利や意見表
明支援等を規定する「（仮称）子ども基本条例」策定に向けた検討を行う。

障害児(者)に対する歯科治療を行う口腔衛生センターの人員体制を強化し、診療枠を拡充することにより、診
療待ちを解消し、障害児(者)の歯科治療体制の充実を図る。

社会的養護を必要とする子どもに家庭と同様の養育環境を提供するため、里親のリクルート、研修、マッチン
グ、登録後の支援を包括的に行うフォスタリング業務を委託し、継続的に質の高い里親養育支援を行う。

30,686千円

22,873千円

42,560千円

5,760千円

医療的ケア児支援法に規定する「医療的ケア児支援センター」を設置し、ワンストップ相談や支援人材の育
成、関係機関の連携強化に向けた取組を行う。

児童養護施設や里親家庭等で生活していた児童（ケアリーバー）等の生活支援、就労支援、居場所づくりを行
う。

低出生体重児・多胎児を抱える家族や流産・死産を経験した家族を孤立させず、寄り添った支援を行う。

333,184千円

児童養護施設の小規模グループケアを実施するための施設整備に対し、補助を行う。
160,995千円

医療的ケア児への保育や看護に関する知識や技術を習得する研修を行うとともに、受入れ施設にコーディ
ネーターを派遣し、地域の保育所等における受入体制を構築することで、障害の有無に関わらずともに育つ
保育の取組を促進する。

1,862千円

障害者を扶養している保護者が生存中に一定の掛金を収めることにより、保護者に万一のことがあったとき、
障害者に終身一定の年金を支給する。

児童養護施設や里親など社会的養護のもとで暮らす子どもたちが自分らしく生きる力を育むための取組とし
て、小学生における塾代や文化、スポーツ等に関する習い事の経費について支援を行う。

21,226千円

母子家庭の医療費の公費負担の一部を助成する。

ひとり暮らし寡婦の医療費の公費負担の一部を助成する。
16,842千円

22,011千円
ひとり親家庭への就労支援に加え、市町や様々な支援機関と連携するためのコーディネート機能を持った総
合的なサポート体制を構築する。

母子・父子自立支援プログラムに沿って、就業等に向け、意欲的に取り組むひとり親家庭に対して、家賃の全
部又は一部の貸し付けを行うことにより、生活基盤の安定を図り、自立に向けた取組を促進する。

28,250千円

父子家庭の医療費の公費負担の一部を助成する。

若者の社会参画意識の向上、地域社会とのつながり・関わりの強化、地域活動等への主体的参画を図る。ま
た、県内青少年団体の相互交流を深めることにより、青少年団体の活性化・連携強化を図る。

466千円

351,028千円

子どもや親からの相談に対し、問題の深刻化を未然に防止する観点から、ＳＮＳを活用した子育てや児童虐
待等に関する相談窓口を設置する。

7,000千円

社会全体で子ども・若者を支える環境づくりを進めるため、居場所づくりや若者の活躍促進など、ＮＰＯ等が行
う多様な活動を支援する。

30,300千円

県政に対する意見等の表明の場として「子ども県議会」を開催し、子どもたちが自分の意見を発表できる機会
を設け、社会参画に対する意欲を高める。

1,600千円

16,107千円

福祉・教育等の関係機関職員への研修、民間団体の活動経費の補助、ヤングケアラー・コーディネーターの
配置等を行い、ヤングケアラーの支援体制を強化する。

12,829千円
新たな子ども家庭相談センターの設置に向けて、既存施設改修を行う。

523,880千円

児童虐待の未然防止から、早期発見・早期対応、子どもの保護・ケアや親子関係の修復・家庭復帰、子どもの
自立までの切れ目ない支援を行う。

1,000千円

48,410千円

（２）困難な環境にある子ども・若者の支援

（３）子ども・若者の生きる力を育む


